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こ
ん
に
ち
は
。
お
蔭
さ
ま
で
議

院
議
員
と
な
り
、
一
年
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。 

私
は
通
常
国
会
に
引
き
続
き
、

今
般
の
臨
時
国
会
に
お
い
て
も
、

衆
議
院
財
務
金
融
委
員
な
ら
び

に
内
閣
委
員
を
務
め
、
国
家
戦
略

特
区
、
公
務
員
制
度
、
特
別
会
計

等
の
審
議
を
担
当
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。 

 
 

                

          

昨
年
末
か
ら
、
安
倍
内
閣
は

「大
胆
な
金
融
政
策
」「機
動
的
な

財
政
政
策
」
「
民
間
投
資
を
喚
起

す
る
成
長
戦
略
」の
「三
本
の
矢
」

を
一
体
的
に
推
し
進
め
、
実
行
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
二
〇
二
〇
年

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク･

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

東
京
開
催
も
決
ま
り
、
日
本
人
の

多
く
が
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
分
か

ち
あ
え
、
よ
う
や
く
視
界
が
開
け

て 

                

          

て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
特
に

日
本
経
済
は
、
こ
れ
か
ら
本
格
的

な
成
長
軌
道
へ乗
り
、
私
た
ち
は

そ
の
巡
航
速
度
を
持
続
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

一
方
で
一
〇
月
、
総
理
は
来
年

四
月
か
ら
の
消
費
税
率
を
予
定

通
り
３
％
引
上
げ
る
閣
議
決
定

を
致
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
二
〇

二
〇
年
度
ま
で
に
基
礎
的
財
政

収
支 

                

収
支
の
黒
字
化
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。
当
然
、
東
京
五
輪
開
催
後

も
、
日
本
の
経
済
・社
会
・財
政
は

後
世
に
引
き
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

五
輪
が
華
々
し
く
終
わ
れ
ば
い
い

と
い
う
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

国
際
社
会
か
ら
も
注
目
さ
れ

る
、
「経
済
成
長
」と
「財
政
健
全

化
」
の
両
方
を
や
り
き
る
。
課
題

先
進
国
と
い
わ
れ
る
私
た
ち
日
本

の
挑
戦
で
す
。
社
会
保
障
や
防
衛
、

公
共
投
資
と
い
っ
た
公
的
部
門
を

研
ぎ
澄
ま
し
、
精
度
と
実
効
性
を

高
め
る
こ
と
、
あ
わ
せ
て
、
信
頼

で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
を
整
え
、

民
間
部
門
の
自
律
的
な
好
循
環

を
実
現
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。 

同
時
に
、
い
ま
は
、
地
球
の
自

然
現
象
と
人
間
活
動
の
相
互
性

に
答
え
を
見
つ
け
る
と
き
で
す
。 

                 

ス
ー
パ
ー
台
風
の
よ
う
な
特
別
警

報
が
発
せ
ら
れ
る
自
然
災
害
が

頻
発
す
る
昨
今
の
状
況
か
ら
し
て
、

従
来
の
災
害
対
策
の
見
直
し
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
原
発
の
汚
染
水

対
策
や
土
を
は
ぎ
取
る
除
染
と

い
っ
た
再
自
然
化
、
Ｐ
Ｍ
２
．
５
（微

小
粒
子
状
物
質
）の
対
応
に
も
真

摯
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

日
本
の
進
路
は
、
や
さ
し
く
は

な
い
で
し
ょ
う
。
ナ
ロ
ー
パ
ス
で
す
。

こ
の
狭
く
難
し
い
道
を
一
歩
一
歩
、

確
か
な
足
取
り
で
前
進
し
て
い
く

よ
う
、
私
は
全
力
で
臨
ま
せ
て
頂

く
所
存
で
す
。 

ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
私
ど
も
の

活
動
に
対
し
て
皆
様
の
ご
理
解
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

                 

 
発行所 自由民主党本部 〒100-8910 東京都千代田区永田町 1-11-23 TEL.03-3581-6211(代表) 毎週火曜日発行【号外】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

衆議院議員                                自由民主党神奈川県第九選挙区支部版 

 

 

 

洗
練
さ
れ
躍
動
す
る 

心
地
よ
い
日
本
へ
。 

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
き
っ
か
け
に
本
格
的
な
展
開
を
。 

   

こ
ん
に
ち
は
。
衆
議
院
議
員
と

し
て
２
年
目
の
国
会
に
臨
ま
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
中
山
の
り
ひ
ろ

で
す
。 

初
当
選
来
、
衆
議
院
財
務
金

融
委
員
を
拝
命
し
金
融
・財
政
政

策
を
、
あ
わ
せ
て
内
閣
委
員
を
務

め
内
閣
の
重
要
政
策
を
担
当
し
て

お
り
ま
す
。
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

で
あ
る
金
融
分
野
は
も
と
よ
り
、

経
済
財
政
、
特
別
会
計
・独
立
行

政
法
人
改
革
、
公
務
員
制
度
改

革
、
規
制
改
革
・
国
家
戦
略
特

区
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法(

国
民
一
人

ひ
と
り
の
社
会
保
障
と
税
を
１
つ

の
個
人
番
号
で
行
政
手
続
き
を

お
こ
な
う
制
度)

等
々
の
審
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
期
待

に
お
応
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
べ

く
、
必
死
で
駆
け
抜
け
た
一
年
で

あ
り
ま
し
た
。
昨
夏
の
参
議
院
選

挙
、
秋
の
川
崎
市
長
選
挙
に
お
き

ま
し
て
も
、
並
々
な
ら
ぬ
ご
支
援

を
頂
戴
し
、
全
力
で
取
り
組
待
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
更
に
は
、

春
の
後
援
会
の
設
立
大
会
や
秋
の

国
政
報
告
会
を
無
事
に
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

革
、
規
制
改
革
・
国
家
戦
略
特

区
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法(

国
民
一
人

ひ
と
り
の
社
会
保
障
と
税
を
１
つ

の
個
人
番
号
で
行
政
手
続
き
を

お
こ
な
う
制
度)

等
々
の
審
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
昨
年
の
参
議
院
選
挙
を

経
て
、
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改

革
に
基
づ
い
た
「
社
会
保
障
制
度

改
革
推
進
法
」や
、
二
〇
二
〇
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク･

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
へ
向
け
た
首
都
機
能
の

強
化
、
災
害
に
ひ
る
ま
な
い
た
め

の
社
会
資
本
整
備
に
取
り
組
む

「防
災
減
災
に
資
す
る
国
土
強
靭

化
法
」等
も
成
立
さ
せ
て
頂
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
強
化
、
災
害
に
ひ
る
ま
な
い
た
め

の
社
会
資
本
整
備
に
取
り
組
む

「防
災
減
災
に
資
す
る
国
土
強
靭

化
法
」等
も
成
立
さ
せ
て
頂
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
の
度
の
安
倍
政
権
の
最
優
先

課
題
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
が
着
実
に
復
興
す
る
こ
と
と
、

日
本
経
済
を
本
格
的
な
成
長
軌

道
へ乗
せ
巡
航
速
度
を
維
持
す
る

こ
と
、
そ
し
て
、
財
政
健
全
化
への

道
筋
を
堅
実
に
歩
む
こ
と
で
す
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
「大
胆
な
金
融
政

策
」「機
動
的
な
財
政
政
策
」が
、

日
本
景
気
の
ト
リ
ガ
ー(

一
連
の

出
来
事
の
き
っ
か
け
、
牽
引
役)

で

あ
る
こ
と
は
ご
高
承
の
と
お
り
で

す
。
今
年
、
そ
の
き
っ
か
け
か
ら

波
及
す
る
経
路
に
お
い
て
、
浪
費

す
る
こ
と
な
く
、
合
理
的
に
、
地

域
経
済
や
家
計
へ相
応
に
行
き
届

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

い
ま
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
初
期
段
階

に
お
い
て
、
名
目
金
利
の
ほ
う
が

物
価
上
昇
率
よ
り
も
低
い
と
い

う
、
逆
転
現
象
を
生
ん
で
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
日
本
経
済

を
成
長
路
線
へ転
換
さ
せ
る
た
め

の
、
流
行
の
よ
う
な
も
の
で
す
か

ら
、
あ
ま
り
長
続
き
し
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
、
名
目
経
済
成
長
率
＞
名

目
金
利≧

物
価
上
昇
率
と
な
る
、

自
然
な
推
進
力
を
も
っ
た
日
本
経

済
へ
と
軟
着
陸
し
て
い
く
こ
と
が

望
ま
れ
ま
す
。
こ
の
流
行
は
日
本

再
生
へ
の
猶
予
期
間
で
あ
り
、
一

時
的
な
景
気
浮
揚
で
慢
心
し
て
は

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 

い
ま
、
挑
戦
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
こ
と
は
、
日
本
の
基
幹
的
な

要
素
…
人
口
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
自

然
環
境
、
食
料(

農
業)

、
科
学
技

術
、
安
全
保
障
、
財
政
、
教
育
や

勤
勉
性
…
に
つ
い
て
、
次
代
への
責

任
を
果
た
す
べ
く
、
整
合
し
た
施

策
を
展
開
す
る
こ
と
で
す
。 

 

例
え
ば
、
人
口
減
少
、
超
高
齢

化
社
会
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
越

え
る
か
。
少
子
化
を
食
い
止
め
る

の
は
然
り
で
す
が
、
そ
の
過
渡
期

に
お
い
て
、
日
本
の
バ
イ
タ
リ
テ

ィ
、
成
熟
し
た
豊
か
さ
、
社
会
保

障
の
根
幹
を
維
持
す
る
に
は
、
①

日
本
企
業
が
海
外
で
稼
ぐ
か
、
②

日
本
人
が
海
外
投
資
で
稼
ぐ
か
、

③
海
外
か
ら
日
本
へ投
資
を
し
て

も
ら
う
か
、
④
外
国
人
観
光
客
に

日
本
で
消
費
し
て
も
ら
う
か
、
も

し
く
は
⑤
生
産
人
口
を
増
や
す

た
め
に
女
性
や
高
齢
者
の
活
躍

を
促
す
か
、
⑥
移
民(

外
国
人)

受

け
入
れ
の
環
境
を
整
備
す
る
か
、

⑦
高
齢
者
の
負
担
を
上
げ
る
か

…
受
益
を
減
ら
す
か
… 

私
た

ち
は
、
複
合
的
に
そ
の
答
え
を
出

さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

日
本
の
魅
力
あ
る
未
来
を
皆

さ
ん
と
果
敢
に
選
択
す
る
。
や
り

遂
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
「大
胆
な
金
融
政

策
」「機
動
的
な
財
政
政
策
」が
、

日
本
景
気
の
ト
リ
ガ
ー(

一
連
の

出
来
事
の
き
っ
か
け
、
牽
引
役)

で

あ
る
こ
と
は
ご
高
承
の
と
お
り
で

す
。
今
年
、
そ
の
き
っ
か
け
か
ら

波
及
す
る
経
路
に
お
い
て
、
浪
費

す
る
こ
と
な
く
、
合
理
的
に
、
地

域
経
済
や
家
計
へ相
応
に
行
き
届

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

い
ま
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
初
期
段
階

に
お
い
て
、
名
目
金
利
の
ほ
う
が

物
価
上
昇
率
よ
り
も
低
い
と
い

う
、
逆
転
現
象
を
生
ん
で
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
日
本
経
済

を
成
長
路
線
へ転
換
さ
せ
る
た
め

の
、
流
行
の
よ
う
な
も
の
で
す
か

ら
、
あ
ま
り
長
続
き
し
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
、
名
目
経
済
成
長
率
＞
名

目
金
利≧

物
価
上
昇
率
と
な
る
、

自
然
な
推
進
力
を
も
っ
た
日
本
経

済
へ
と
軟
着
陸
し
て
い
く
こ
と
が

望
ま
れ
ま
す
。
こ
の
流
行
は
日
本

再
生
へ
の
猶
予
期
間
で
あ
り
、
一

時
的
な
景
気
浮
揚
で
慢
心
し
て
は

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。 

い
ま
、
挑
戦
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
こ
と
は
、
日
本
の
基
幹
的
な

要
素
…
人
口
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
自

然
環
境
、
食
料(

農
業)

、
科
学
技

術
、
安
全
保
障
、
財
政
、
教
育
や

勤
勉
性
…
に
つ
い
て
、
次
代
への
責

任
を
果
た
す
べ
く
、
整
合
し
た
施

策
を
展
開
す
る
こ
と
で
す
。 

例
え
ば
、
人
口
減
少
、
超
高
齢

化
社
会
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
越

え
る
か
。
少
子
化
を
食
い
止
め
る

の
は
然
り
で
す
が
、
そ
の
過
渡
期

に
お
い
て
、
日
本
の
バ
イ
タ
リ
テ

ィ
、
成
熟
し
た
豊
か
さ
、
社
会
保

障
の
根
幹
を
維
持
す
る
に
は
、
①

日
本
企
業
が
海
外
で
稼
ぐ
か
、
②

日
本
人
が
海
外
投
資
で
稼
ぐ
か
、

③
海
外
か
ら
日
本
へ投
資
を
し
て

も
ら
う
か
、
④
外
国
人
観
光
客
に

日
本
で
消
費
し
て
も
ら
う
か
、
も

し
く
は
⑤
生
産
人
口
を
増
や
す

た
め
に
女
性
や
高
齢
者
の
活
躍

を
促
す
か
、
⑥
移
民(

外
国
人)

受

け
入
れ
の
環
境
を
整
備
す
る
か
、

⑦
高
齢
者
の
負
担
を
上
げ
る
か

…
受
益
を
減
ら
す
か
… 

私
た

ち
は
、
複
合
的
に
そ
の
答
え
を
出

さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

日
本
の
魅
力
あ
る
未
来
を
皆

さ
ん
と
果
敢
に
選
択
す
る
。
や
り

遂
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
描
く
成
長
軌

道
は
決
し
て
平
坦
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
本
の
今
後
数
十
年
間
の
基

礎
的
条
件
、
す
な
わ
ち
人
口
動

態
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
、
技
術
革
新
の

ス
ピ
ー
ド
、
政
府
債
務
、
自
然
現

象
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
有
機
的
に

解
決
し
、
実
行
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
こ
れ
は
、
少
々
の
景

気
浮
揚
感
で
ご
ま
か
さ
れ
る
問

題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ま
こ
そ
、

私
た
ち
が
永
年
苛
ま
れ
て
き
た

課
題
を
乗
り
越
え
て
、
こ
こ
ち
よ

い
日
本
、
魅
力
あ
る
日
本
を
つ
く

る
た
め
の
歩
み
を
確
か
な
も
の
と

す
る
と
き
な
の
で
す
。 

望
ま
れ
ま
す
。
こ
の
流
行
は
日
本

再
生
へ
の
猶
予
期
間
で
あ
り
、
一

時
的
な
景
気
浮
揚
で
慢
心
し
て
は

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。 

い
ま
、
挑
戦
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
こ
と
は
、
次
代
への
責
任
を
果

た
す
べ
く
、
日
本
の
基
幹
的
な
要

素
…
人
口
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
自
然

環
境
、
食
料(

農
業)

、
科
学
技
術
、

安
全
保
障
、
財
政
、
教
育
や
勤
勉

性
…
に
つ
い
て
、
躊
躇
し
て
踏
み

込
め
な
か
っ
た
政
策
を
き
ち
ん
と

展
開
す
る
こ
と
で
す
。 

例
え
ば
、
人
口
減
少
、
超
高
齢

化
社
会
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
越

え
る
か
。
少
子
化
を
食
い
止
め
る

の
は
然
り
で
す
が
、
そ
の
過
渡
期

に
お
い
て
、
日
本
の
バ
イ
タ
リ
テ

ィ
、
成
熟
し
た
豊
か
さ
、
社
会
保

障
の
根
幹
を
維
持
す
る
に
は
、
①

日
本
企
業
が
海
外
で
稼
ぐ
、
②
日

本
人
が
海
外
投
資
で
稼
ぐ
、
③
海

外
か
ら
日
本
へ投
資
を
し
て
も
ら

う
、
④
外
国
人
観
光
客
に
日
本
で

消
費
し
て
も
ら
う
、
も
し
く
は
、

⑤
生
産
人
口
を
増
や
す
た
め
に

女
性
や
高
齢
者
の
活
躍
を
促
す
、

⑥
移
民(

外
国
人)

受
け
入
れ
の
環

境
を
整
備
す
る
、
⑦
将
来
世
代
の

た
め
、
高
齢
者
に
負
担
を
お
願
い

す
る
…
余
剰
な
サ
ー
ビ
ス
を
抑
え

る
…
。
私
た
ち
は
、
複
合
的
に
そ

の
答
え
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

日
本
の
魅
力
あ
る
未
来
を
果

敢
に
選
択
す
る
。
皆
様
と
一
緒
に

や
り
遂
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

                              

中山  展
の り

 宏
ひ ろ

 プロフィール 
 

昭和43年9月16日 兵庫県西宮市 生まれ 

香川県立高松高校、青山学院大学理工学部卒、 

早稲田大学大学院ファイナンス研究科中退。 
 

証券会社にて金融市場分析、国債・金融デリバティブの

ディーラーを経て、衆議院議員公設第一秘書。 

平成21年、公募にて衆議院選挙出馬。 

平成24年、衆議院初当選。 
 

現在、衆議院財務金融委員、内閣委員。 

自民党財務金融部会副部会長、財政･金融･証券関係団

体副委員長、金融調査会 事務局次長。 
 

都市農業研究会、ＦＣＶ(燃料電池車)を中心とした水素社

会実現を促進する議員連盟、ユニバーサル社会推進議

員連盟、がくどう議員連盟、自動車整備議員連盟、賃貸

住宅対策議員連盟、拉致救出議員連盟、インターネット

メディア利活用推進議員連盟、国民医療を守る議員の

会、証券市場育成等議員連盟、等にて活動。 
 

家族は妻と愛犬。趣味はテニス、料理。 

 

 

 

 

 



平成 26 年 10月 19日(日)                                    自由民主 号外                         昭和 30年 6月 15日第三種郵便物認可 

 

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

衆議院内閣委員会にて、国家公務員制度改革について
質疑  

衆議院財務金融委員会にて、 

日本銀行・黒田東彦総裁へ金融政策について質疑  

ＴＢＳ番組「サタデーずばっと」の 
取材の様子 (上) 

 

 毎年開催する国政報告会には政府・与党の幹部の方々が中山のりひろ代議士のために来援！ 
（左から、下村博文・文部科学大臣、石破茂・自民党幹事長（当時）、甘利明・経済再生担当大臣） 

 

 

 
 
 

 

 

中山 のりひろ 
全力で展開中。 

 
地元の皆様と様々な場面で、ご一緒させて頂き、 
心から感謝申し上げます。 

○ 出張『国政座談会』開催中！ 
いまの国会をお伝えいたします。皆様のご意見、ご要望も是非お聞かせ下さい。
ご希望の日時･場所等、お声掛け頂けましたら幸いです。 

 

○ 国会見学 に来ませんか！ 
少人数でも、お一人でも！お子様も。お気軽に。 

【中山のりひろ後援会】 ご入会のお願い 

国会、地元での活動がもっと身近に親しく。入会金、年会費はかかりません。  

【自民党 党員】 大募集 

自民党総裁の選挙権を有するほか、党活動、各種行事をご案内させていただきます。 

党費は年額4,000円（ご家族の方は2,000円）です。 

自由民主党 神奈川県第九選挙区支部 【川崎市多摩区・麻生区】  

衆議院議員 中 山 のりひろ 事務所 

〒214-0014 川崎市多摩区登戸２６６３ 東洋ビル５Ｆ (向ヶ丘遊園駅そば) 

TEL ０４４(３２２)８６００   FAX ０４４(３２２)８６０１ 
 

 

 

国会議事堂を案内する 中山のりひろ 
 


